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1=

住吉宮町遺跡と周辺の主な遺跡 S=1/25000

1.は じめに   平成 7年 1月 17日 に起こった阪神・淡路大震災により、神戸市東灘区住吉一帯は甚

大な被害を受けました。今回の住吉宮町遺跡の調査は、震災で倒壊 した住宅の跡地に、

被災者を対象とした共同住宅の建設計画が上がり、その工事に伴って行われた、震災

復興関連の調査です。

六甲山系の南側一帯には、中小の河川によって扇状地が形成されています。住吉宮

町遺跡は、住吉川やその他の小河川によって形成された扇状地に立地 します。今回の

調査地の現標高は 28m前後です。

住吉宮町遺跡は昭和60年に発見されて以来、これまでに23次にわたる調査が行われ

ています。これまでの調査では古墳時代初頭 (庄内併行期)の竪穴住居址や周溝墓、

古墳時代中期の帆立貝式古墳である住吉東古墳と、その周囲に造られた古墳時代中期

から後期にかけての古墳群、奈良時代の発療熱待に関連すると考えられる掘立柱建物

址や井戸、平安時代の地鎮遺構を伴う掘立柱建物址などが見つかっています。

これまでに見つかっている古墳は、帆立貝式古墳である住吉東古墳以外は全て一辺

5mか ら15mの方墳で構成され、「住吉宮町古墳群」とも言うべき古墳群を形成 して

います。その範囲は現在のところ、国道 2号線より】ヒ側で、東西600m、 南北200mにわ

たり、これまでに約40基確認されており、この付近には、まだ数多 くの古墳が眠って

いることと思われます。
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今回の調査地の約30m南にある、」R住吉駅の駅ビル (SEER)の 建設に伴う調

査では、古墳10基と古墳時代初頭の周溝墓が 3基見つかっています。またこの付近の

地名はかつては住吉町字坊ケ塚とよばれており、住吉神社に残されている江戸時代の

絵図面には前方後円形の「努ゲ嫁」と書かれた古墳が描かれています。付近の地籍図

をみると、今回の調査地の東側に隣接する区画 (現在のコープ駐車場)に前方後円形

の地割りがあり、現在では見られませんが、ここが上記の絵図面に描かれている「坊

ケ塚」と考えられます。

2.調査の概要  今回の調査範囲内では、 4基の古墳と溝、土坑及び庄内期の上器棺が確認されまし

た。 4基の吉墳はいずれも、古墳の上端部分は後世の水田などの造成によって削られ

ていましたが、 4基とも古墳が造られてしばらくしてから洪水によって砂におおわれ

たため、それより下の部分に関しては良好な状態で残っていました。なお古墳の名称

はこれまでの調査で確認された古墳との混乱を避ける為に調査次数である「24」 を付

けて呼称 します。

学Sヽさ ド

攣

コ`式 ,.気

ド龍 e

』兵庫県教育委員会より転載)2

ル
ｒ
】
Ｔ
鷺

た
雛

犠

識

引
甲
物
酒

≫
九
窒
生
拡
代

ヽ
一いい
Ｌ

工

一
常

，
韓

】
！

-3-



０
一
一
．ゆ
卜
Ｎ
、ゆ
∞
＝＝
′ヽ

ｌ

ｄ

Ｆ

上

―

X=-141,890.000

平安時代の自然灘路

SK01

櫛
車 土 器 群 5

SX0
⑥

「‐す
夕＼
＼

?         1        ♀m

3
-4-

調査地全体図



24-1号墳 24-1号墳は一辺 7.5mの方墳です。各コーナ部分に人頭大の石を数個置いていま

す。南側の周溝のほぼ中央を南に拡張し、溝底に須恵器の郭・壷を供えています。ま

た周溝の南西コーナーにも須恵器の郭・高郭・ はそう。上師器の壷を供えています。

これらの上器の中には、お酒や食物を入れてお供えしていたものと考えられます。

1号墳 土器群 1出土状況 1号墳 土器群 2出土状況

24下 2号墳   24-2号 墳は南北 4.5m以上×東西 3.5m以上の方墳です。南西コーナ部分のみ検

出され、調査区外に延びるため、全体の規模は明らかではありません。西側の墳丘斜

面には葺石を葺いていますが、南側斜面では検出された範囲内では、葺石は葺いてい

ません。西側の周溝底に須恵器の都・壺と鉄製品の覇先が供えられています。コーナ

ーに近い西側の周溝底には、墳丘から転落したと思われる須恵器の磐の破片が多数出

上 し、南側斜面から周溝にかけては馬形埴輪や人物埴輪などの形象埴輪を含む埴輪片

が出土してます。

2号墳 土器群 3出土状況



24-3号墳

24-4号墳

土器棺

24-3号墳は一辺 7.7mの方墳です。墳丘の西側は、平安時代の決水によって削ら

れ、周溝のみが残存します。墳丘中央には、偏平な花高岩を東西方向に並べた、箱式

石棺が存在 しますが、この箱式石棺も、その西端部分は前記の決水によって削られて

います。その大きさは内法で幅40cm、 長さ165cm以上を計ります。棺内からは遺物は

出上しませんでしたが、石棺の東側掘形内より、刀子と思われる鉄製品が出上 してい

ます。また、東側周溝底の南東コーナーに近い所に、須恵器の高郭 4個と土師器の壺

が供献されています。

24-4号墳は一辺15mの方墳です。今年度の調査範囲内では北西と南東コーナー部

分のみが検出されていますが、そのコーナー部分の墳丘斜面にのみ葺石を葺いていま

す。西側周溝の北西コーナーに近い所に、墳丘から転落したと思われる土師器の壺の

破片が多数出土し、南西コーナーでは墳丘から転落 した壷が、また墳丘南斜面には土

師器の甕の破片が、南側の周溝底からは、須恵器の把手付き椀、土師器の高郭、重、

指若製の紡錘車 2個などが出上しています。

24-4号墳の南側で古墳時代初頭 (庄内併行期)の、土器棺と思われる完形の壺が

出上しています。この壷は倒置された状態で埋納されており、その埋納状態から壼棺

と考えられます。

以上の 4基の古墳から出土した遺物からこれらの古墳は、 5世紀後半から6世紀初

頭にかけて次々と築かれたものと考えられます。

27.Om
3号墳 土器群 4出土状況

3号墳 箱式石棺平面 B立面図
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1.  1号 墳 土器群 1

2～ 4.2号墳 土器群 3

5.  3号 墳 土器群 4

出土遺物実測図

3。 まとめ

0                10cm

今回の調査は、これまでの調査で見つかっている「住吉宮町古墳群」の北端に位置

しますが、今回の調査地点がこの古墳群の北端であるかどうかは明らかではありませ

ん。 しかし先記したように、この調査地に隣接 して、全長 40mほ どの前方後円墳と思

われる「坊ケ塚古墳」があったと考えられることから、この周辺一帯には同様の小古

墳が、多数埋没していることと思われます。

これまでに見つかっている古墳を見ると、この「住吉宮町古墳群」は、前方後円墳

である「坊ケ塚古墳」や、帆立貝式古墳である「住吉東古墳」などの小豪族の墓と考

えられる古墳の周りに、村落内の有力な人達の吉墳が造られていることがわかってき

ました。その形は大きさや、葺石の有無、埴輪の有無などの違いはありますが、全て

方墳です。

また、これらの墓を造った人々の集落は住吉宮町遺跡の西側に、ほぼ同時期の竪穴

住居が多数見つかっている郡家遺跡と考えられます。

以上のように、今回の住吉宮町遺跡の調査では、これまでの調査成果とあわせて、

古墳時代後期の初め (5世紀末から6世紀始め)と いう、古墳時代における大きな社

会的な変化の起こる画期の時期での、古墳群の形成を知る上で重要な資料となりまし

た。また、この地域の居住域や墓域が判り、当時の生活空間の様子が判る貴重な資料

となりました。今後この地域の調査が進むにつれてこの時代の姿がよリー層我々の目

の前に現れてくるものと思われます。

今回の調査では立命館大学文学部教授 和田 晴吾先生 (神戸市文化財専門委員)

にご指導を頂きました。

また、村上工務店のご協力を得ました。

6
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追 力口資 料

2号墳出土埴輪 今回出土した遺物の復元作業を進めますと、 2号墳から出上 した埴輪の中に、 2体

の人物埴輪があることがわかりました。そのうちの 1体には、顔面にイレズミの表現

をしていました。今のところ頭部のみ復元できましたが、頼や鼻の上やあごの下に、

ヘラで線刻し、イレズミを表現 しています。イレズミをした男子の埴輪はこれまでに

近畿地方を中Jと にヽ出上していますが、神戸市内では初めてで、兵庫県下でも2例 目の

出上です f(1例 目は芦屋市打出小槌古墳)。 このような、イレズ ミをほどこした埴輪

は古墳を守る人か、武人を表 していると思われます。

もう一体の埴輪は指先から肩、そして腰の部分が復元できた人物埴輪です。腕を前

に延ばし、腰にはフンドシ状の帯があることから力士の埴輪と考えられます。

以上の 2体の埴輪は、この古墳の被葬者の葬送の様子を表 したものか、霊を守るた

めに置かれたものと考えられます。

左 側 面t ェ

イ レズ ミを した人物埴輪実測図

0               10Cm
面

(s=1/2)

I     !    I

住吉 宮町遺跡 第 24次 調 査 ・ 2号 墳 周辺 遺 構 平面 図
~9~
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今回G調査にあたってtよ 凍都殊学霞長類研究所教授 〕町曲■澄先

気―奈候睡電が箪        1餌昨センタ韻

私雇弱罷髪絶生¢窪υ藍ヨこ韓 と攀

いただきました。野手・               勒 を

いただきまし亀
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V｀ し

1・ 1ま じめに

鶏男追跡tよ BMJIIと例 lp冶流汐る峡 釧 Lalk標高8-10mの削聞叡こ

位置しています。畷 駆麻 に、山陽紳翻国議理こ伴う調麿で発見されまし猛

これまでの調蔭で1よ I団男騨舒り 現ヽ油部嘲増こかけての遺構・遭物が陥認さ

れています。追跡の範囲tよ 東西約 1.5k咀 南北約1血で先 これまでの調査

怠 弥生時代前期末から車輸諏魏こかけて1よ 自嗣 らヽ農具醜 を含

む木製品が出上していま丸     堅央住居からは 碧量や笙法

石などが出土しており、玉造り工開跡と推定されています。また、弥生時代中

期に1よ ―�盟Omをこえるような規模紳 方形周溝墓や、斜面電間原石を貼

りつけた特殊な円形周溝墓など力潮拙されまし濫         らヽ後期に

かけてtよ 堅穴住居が多数営まれており、玉造りに伴う原石や未製品、勾玉・

管玉な勘 多ヾ量に出上しています。そ軸 古墳時代から奈良時代にかけては

水田となり、鎌倉時代に1      、晩縛紫出が出上した井戸などが調査

されています。

調査地位置図 野手西方地点 トレンチ配置図

-12-



2.鞭

徊 翁揃益tよ 震翅郷埋瑚笠浄環とし・く 住

宅供給を目的とした土地区画整理事業を行うため

に、事前に実施している、潤跡の翻囲略憲廠争気

約鵬00だ櫛 潔鰭決朦地でサ。これまで1こ弥出時

ド哺硼朝煎劇的いら週ア報割代t受曇る鍵獣葡置が 8面m鋳忍

されました。        については現在調

部 寸 。

主慟発留ジ厳lしますと、江戸時山甥蟄よ 畑

イ41適豊財辞曽と                                 。 榊 ヽ

ら零邦部つ加雄腱物礁 引胴。壱濶軒齢瑚

から制           豊レ鞄陛姫認酢です。特記

される遺構tよ      の玉造りに関係する

集落群の検出、堅穴住居から検出された造り付け

のカマk全辣朔膜 tジ麟障オカ＼方形効彫

拗 併増Ocmの 4間×3間以上の大型の掘立

柱建物、          土器が投棄された

溝等が挙げられます。

古墳時代のカマ ド (SB512) 古墳時代の遺構平面図

0 20m

2
-13-



調麿継続中であるため全容は明らかではありませ崩 ヽ前期の埋葬施設と溝t中期

の溝がぬ出されていますと特記される帥 k中期前半でlk多くの土器と典虫 玉

造り畔 う原石をLLb嘲欽 朝 聴 t劇離 蝶 と親 られ&掛騨珊量t齢
がありますЬ弥出時的嗣嚇拌撫こおいてtよ 人骨2体と、棺として使用されたと思わ

れる鉢が倒立した状態で検出され箔潮隠嚇餅絨里拘ヽ現注までで確認されていま丸

到回tよ         中出式翔朋いたしま・先

中期巾 溝

朝 帥

呻 溝

人骨が出上した遺構 (前期前半)

0                            10m

弥生時代の遺構平面図

3

歯

溝状遺構平面図
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この潮豫朗颯期よ 幅約lmで、深さについてtよ 調麿継続中であるた

…長さIよ 討躍遡切い、と延びるため不跡働励ヽ 8m國上の例隣o妃 2体の遺体と鉢

tよ 浮勤磁凌筆拗 あヾる程度埋まっ弧 それぞれに掘り込んで埋置していること

が観察できまし濫

人骨1

人骨 11よ 死後早い段階で埋葬され、長期間露出されずt期 られているため、骨

囲
農
っ下
暮

後ろから

も

人骨 1の 出土状況 (縮尺1/10)

4

―

頭誕

頸椎

鎖骨

肩甲骨

胸骨

肋骨

上航骨

胸椎

】要オlt

機骨

尺骨

仙骨

寛骨

手根骨

― 中手骨

―↓帝fi・

ご
===正

三手せ尋
足の指骨
(翼止骨 )

前から

人骨各部の名称

「●A・R・は語る」1990よ り二部改変

碑

＝

―――

四

隙
―――――
削
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の残諄状況が良懸で、1副蜘 浅されていますЪ的 ら、うつ伏せに埋

葬されている事が確認されましたDi司盟』蕊 s頭骨仕』ヨこよって陥没し、手は

腰号の下に合わせています。脚は延ばした状態です。手足を縛っていた痕跡はありま

せれ 死亡年齢t功硼 生Q8-400く 射 翰 ―l∞ Щ 肩幅が広く、手足の

骨も顔丈でがっしりとし船 あったと考えられます。申 く見られる特徴

(低期弦 頭酔扇慰煮大きく、削 の多 翌ヽ鴫つ と強ら轍碗哨徴 0単塀鞘訣 大

きめの上半身)を併せ持っており、日本人の形質的変化を考える上で貴逐な資料とな

死亡し測時には身体にささつていたと考えられ注目されまi

人骨2

人骨21よ 遺砕閃囲懇 く、帥 辻然 と総    (あ ごり酌 と

長 渭ヽDのLE湘かと考えられる卿 朔 されていまし濫 う

で、1司盟』蕊 苺検出された歯のう扶 7本の歯tよ 力         され

まし濫 歯に1衷熱 羅` け り減り)力紹bられまし濫 殖 鍋 望剤鍮 らヽ紳

中 で、性別ぼ邪オQ比 また、人骨 1'戟柔 胤解辟観散霊翻肋ミ1点挨出さ

れまし濫

齢

土器構と考えられb341よ 胴郎の     の大きさく 他の土器咽開単駐日こ

伏せた状況で雌 しましたち馨葡町:疑懃劉時ち、】騨鞘が張る基研匁氣ラ塙常に弾 tヨ作ら

眼8鼻阜

りましれ まな 穂魏旺01勁 サヌカイ樫蝠鏃 面のやじり)が 1点出土し、

ω

ラムダ縫合

後頭骨

鱗状縫合

側頭窮

外後頭隆起

側頭骨

タトエ辛号し

茎状突起

撃t様突起

上眼寓裂 ―――

涙骨一… …
涙骨

下眼寄裂 ―一 ぅ

眼廊下孔

鼻切 痕

一――一前鼻棘

ォ トガイ乳

―一―オ トガイ隆起

頼
晶召雫乳三二=＼

上頃骨

下鼻甲介

頭蓋骨各部の名称

1994よリー部改変

5

頭頂骨

右横から
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れていますも土器表面の風化も無いた次 地表に露出していた期間は短かったと考え

られます。抑 醜 をこれから詳しく分析する翌だ0先

3.まとめ

導胡的琳胡k験出でき、農耕陛餌輸 した日本人の身

体形質の変化を知る       ることができましたるまた、 2体とも、うつ伏せ

怠 融 遊報周近から検出されaヽる!勲傾i虫 牛謗魏胡』で埋葬されていることが

注目されまI先 うつ伏せ韓 された例ldlL剛驚」拘頭礎跡で 1例あるのみく 非

常に珍しいといえますもうつ伏せで埋騨サる理由についてtよ いろいろな事が考えら

れま・力氏 そ卿 妙 るには至っていま・し仏

今回出土し醐 コ胆鰤鼠 石鍬が狩郷のみに使用されていた古いタイプリものく

戦闘障飩用され始める時期の好資料となりますもまた、議内でtよ 戦間の開始時期tよ

弥生時代中期で畿内中鱗部         ど)で始まると考えられていまし溺 ヽ

畿内り敬舅において、嗣輸非料こまで遡る靭 笠潮翻堵が確認され鰹報逮 目され

ま丸

■ulJ弓
ω 納 め

エナメル質
室 角

鰻

‥

藩

同
円

∵

考

ご

と

吾 髄室蓋

象牙質

歯髄腔

髄室床

根管

セメン ト質

人骨 2の歯の出土
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鬱斎号娑制幹2

新蒟甚コトー
‐コ町伊Ы⊃       骨

人骨 1

保存状況  両下肢の下体骨下部から、足骨碧除くI甜      溺拓。ただ

し、帥 的 などは保存が悪く、ほぼ完全に腐食する。

姿  勢  触

頭部  頭頂を上に向t大 劇 』的 き。佑陵撒餅期こt齢 は大きLち 土圧

により醐 調豊れる。

両腕  腰の前に         ただ明闇嘲まな ちヽ

両脚  平行に伸び、膝妍闇朝まなLち

性  別  男性と期 k,きる。 C席離潮分硼解効 らヽ。)

●

・4】資FEF]F護,営11

・ 目

・ 1潮離窮大きさ

●

・ _LW鬼 膵 肇 翌 )勃 角 打 准 日 配 蜀 口 身 夢 巻 達 塗

死正ゴ翼酷   麒 Q8-4醐

到騨鶴徹  体 格 州脈 身自温55～160戯

呻  笙全学レ|ギγJt範し,ズナ漸Bttb黄こ

尺揖近拉端・土腕脅遠位端共に大きく頑丈である。

デミ埠霊・オ崇軒目開嶼 帥 く、         船

の三角筋粗面の発達から、筋肉贋の体型であったと考えら

れる。

輔   ぬ迅 瞬警it潮 95 1BIll。

肩  幅  右鎖骨を見る限り大きかった日艤己

燃

・

鵡

現状では認められなとち

上位の腰椎又tF酎距螂朝陸芽けめ 1ヽ個にサヌカイト製晒

鋤 沫uさ ってぃ靭 死亡時に受傷したい のヽ

で娼激こ注目できる。
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メu肇 2

醐

姿  勢

性  別

爛

榊

その他

帥 と婢 る。_ビ下の嘲鮮黎潮 辞側るかサ認ヨヨ薦

食しており、詳し呵膠割焉能瑚印慮 ちヽ

鵬

利

壮年から熟年00～醐働

歯列弓は崩れている。

・ラ住塾第1月齢           く嘘 咬頭部腟象既質を露出。

・雅』匿著2/Ⅲ〔ヨ旧目             く頭葬監

・ 謗 1紬

・碑 2畑
・榊 2/J齢

・ 榊 1紬

・榊 2畑

◎以上7本の歯tよ 咬合し     られる。釘植していることは

間隆いな ちヽ

・ 赫 1/1齢

・去到時宥2/J{封着

・ 婦 1畑

◎以上3本の歯tよ 釘植した状態で認められる。

その他に遊離歯として、以耳の破片が存在する。

・ 瀞 1紬

・勝 2畑
・勝 2/1{封者

・両次骨と朝脚顎研副細こ当たる部分からサヌカイト製晒鏃が出土。

しており、注目できる。死亡時に石鏃で受傷しており、最初の弥生人

について多くの情報を提供してくれる。

・人骨Hよ 縄文人に良く見られる特徴 q四期憩 蒻載X飲:き畑瑚酌

と、呻 特徴 σ肇塀報卜大き呻 なD榊 って

おり、日本人の身体形質の変化を考える上での貴重な資料となろう。
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有馬極楽寺 (太閤秀吉湯山御殿あと)

現地説明会資料

／
／
‐
‐
ヽ
ヽ
＼ヽ

半 成 9年 5月 25日

神 戸 市 教 育 会 員 会
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は じ め に  平成 8年 12月 20日から開始された有馬極楽寺の発掘調査において、秀吉の湯山

御殿の湯ぶねと推定される遺構が検出され、平成 9年 3月 16日 にこの遺構を中心と

して現地説明会を開催いたしました。

その後ひきつづいて行われた調査の進展にともなって、安土桃山時代の遺構面にお

いてこの御殿に付属すると推定される庭園が良好な状態で遺存していることが確認さ

れました。確認された庭園関係の遺構には、

、それを汲む園池

なとがあります。このほか、④泉源から湯をひくための何本かの樋の存在も確認され

ています。

今回の現地説明会ではこれらの遺構を中心として、出土した遺物等もあわせご覧い

ただきたいと思います。

第 3�量右憲 rm引卜 rm優コ  (望者 ―卜 為,ヒ LLE辟寺tt) S-1/150

検出された遺構

園池 (SXll) 茶の湯に使用するための水をひき、それを汲むための池と考えられます。この池は

上流からひかれた水を小規模な滝として池に落とす構造になっています。池の石組み

は大ぶりの花南岩 。凝灰岩を直径 3m程度の範囲に組むもので、池底には青い砕石が

敷かれています。池底の中央付近には花南岩で組んだ浅い凹みがあります。

池の東側には一辺約 lmの前石がおかれ、ここから滝をながめ、その一段下に据え

られた珪化木に下り、池底の凹みの水を汲んだと考えられます。 池の下流は一段落

とされ、水が石組みの溝を直線的に流れ下ります。
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SD02(SX01の 排水溝)

鋳造遺構?(SK22)

第 3遺 構 由 庭 園 部 分 平 面 図

湯を流す樋 (SD06)
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石垣 (SX18) この溝の左岸は石積みが分岐し、これはひとかかえ以上ある石を用いた石垣となっ

てさらに直角に屈曲し、】ヒ西に面する石垣へと続きます。この石垣の裏には大量の礫

が詰め込まれ、この部分はあるいは建物の基礎になるのかとも考えられますが、後世

の攪乱などもあって、どういった性格の遺構なのかはっきりとしません。石垣の前面

にも石が敷かれ、何らかの形で利用されたと思われますが、それを推測する手がかり

はつかめていません。

植木移植あと   園池および石垣遺構ほか、一部の地点を除く調査地の全域にわたって径 lm程度の

上坑が 40以上確認されました。これらの上坑の一部には、何ものかをぐるぐる巻き

にした藁縄が遺存していて、その内側にはこの周辺の上とはまったく色調の違う土が

詰まっていました。

これら遺構のほとんどは庭園の植木の移植あとであると推定されます。遺存してい

た藁縄は植木の移植に際 し、根のまわりにまかれたものでしょう。一部の土坑には植

木の根が遺存していて、これらを調べることによってその樹種が判明するかもしれま

せん。

樋 (SD06)  泉源方向から調査区の中央付近を横切って直線的にのびる暗渠式の樋と推定されま

す。樋自体は腐ってしまい遺存 していませんが、内部にたまった湯ゆあかや樋を埋め

た痕跡がはぢきり残っていて、埋め込まれたこの樋が幅 1 3cmの断面方形、用材の厚

み約 3 clllで あることを確認できました。これまでの調査でも別の樋あと (SD01)
が確認されています。

出土遺物

茶碗 安土桃山時代の遺構面から出土 した茶碗類には国産 (丹波焼・備前焼・瀬戸美濃焼

等)。 中国産・ベ トナム産のものがあります。 しかし、そのいずれも最高級のものと

はいえず、秀吉の使用 した茶道具はのこっていないようです。

これに対し、園池 (SXll)が 瓦と粘上を使って埋め立てられていることもあっ

て瓦類はかなりの量、 1.5tを越える量がこれまでに出土 しました。瓦には平瓦・丸

瓦のほか、桃の図柄をもつ鬼瓦・航などがあります。大坂城および四天王寺から出土

した瓦と同じ文様の型を使った軒瓦があり、豊臣家おかかえの瓦師が湯山御殿に葺か

れていた瓦を製作 していることが明らかになりました。また、湯山御殿が建てられた

文禄・慶長年間よりも古い天正年間の瓦のあることも判明しました。この瓦は胎上の

特徴から大阪で作られたと確認できるものがあり、湯山御殿の建物の一部には大阪か

ら移築された建物のある可能性が推定されます。

瓦

4 ― %一



ノし卒棄 辟寺ttづD夕唯〕壁月瞬 と出 ―卜 ●D隅範 祠睦暑畢

ヨを―■抑 ヒ山 時 代 の 陶 磁 器

0      .     19Cm

7

9

有 馬 極 楽 寺 出 →一《わ 陶 磁 器
I:美濃焼天目茶碗、 2:美濃焼碗、 3:丹波焼盤
4:美濃焼小天目茶碗、 5B6:備 前焼花入

軟質施釉陶器 (内面黒色釉 日外面白色釉)、 8:ベ トナム製染付碗
備前焼徳利、10:丹波焼鉢

「

ヨ

出

Ｗ

Ｉ Ｉ ‐

Ⅲ

Ｉ Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

‐

川

― ― ―

‐ ― ‐

出

一一ふド一一ヾ（　　一一一一彰一千二　・　一
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υ ,

9     二   lPcm

安 4桃 LL4隣手ft“北の 角 当 事百尋レ
1:軒丸瓦、 2～ 6:軒平瓦 (2日 3:大坂城例と同疱、 6:四天王寺例と同疱)
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ま と め

文禄 3年 (1594)に秀吉の湯山御殿が作 られた際には、付近の家々65軒が強制退去

させ られているという記録があり、その敷地はかなり広いものであったと考えられま

す。地元では極楽寺・念仏寺のあたりに御殿があったと言い伝えられていましたが、

正確な地点を伝える文書や絵図などの史料はありませんでした。今回の発掘調査によ

ってその伝承の正 しかったことが明らかになったわけです。

風早 拘さんの編まれた『有馬温泉史料』には慶長の大地震によって倒壊 した湯山

御殿修理費用明細の吉文書がひかれています。これによって倒壊 した御殿には化粧の

間・湯殿・雪隠・湯屋 。数寄屋なとがあり、地震後さらに仮の御殿・新湯仮の湯屋・

馬屋なとが建てられたことが知られます。

今回の調査範囲においては、湯山御殿の礎石等は検出されませんで したが、池の構

造などからそのおおよその位置は推定できます。前石と滝の位置関係、またこの付近

の地形から、御殿自体は極楽寺本堂から念仏寺のあるある地点にあったものと考えて

間違いないでしょう。今後、周辺の調査が行われれば、御殿そのものが確認できると

思います。
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慶
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右
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御
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、
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前
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に
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長
東
大
蔵
大
輔
　
判

石
田
治
部
少
輔
　
判

増
田
右
衛
門
尉
　
判

浅
野
弾
正
少
弼
　
判

徳

　

善

　

院

判

掃 池 善
之 福

部 坊 寺

「有馬湯山御蔵米算用状」風早

7

拘編『有馬温泉史料』上巻 (1981)よ り引用
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秀吉が没し、徳川家康が天下をとると、豊臣家につながる建造物のほとんどは伏見

城をはじめとして徹底的に破壊されます。今回確認された園池も秀吉の湯山御殿を取

り壊 した際にそこに葺かれていた瓦をつかって埋め立てられていて、他の秀吉の遺跡

と同じ運命をたどったものと考えられます。その御殿あとの上に徳川氏が信仰 してい

る浄土宗の極楽寺・念仏寺が建てられたようで、極楽寺の屋根の棟に二つ葉葵の紋が

のっているのはこの間の事情を表 しているかのようです。

しかし、埋め立てられたことがかえって幸いし、現在にまで湯山御殿に付属する池

の石組みがほぼ完全な形でのこされ、御殿に葺かれていた瓦が大量に残ったのは、歴

史の皮肉といったところでしょうか。

今回 400年ぶりに確認された秀吉の湯山御殿の湯ぶねおよび庭園あとは、現地で

の保存・公開が検討されています。今後、湯ぶね部分についてその全体のかたちを明

らかにするための調査を引き続いて行うことになっています。今後の調査の進展にと

もなって湯山御殿自体も確認できるかもしれません。その調査成果をもとに、有馬に

ゆかりの深い秀吉の遺跡についての情報を可能な限り発信 していきたいと思っていま

す。

今回の発掘調査にあたっては、刀ヽ野健吉氏・黒田慶一氏 。西桂氏・宮本佐知子氏を

はじめとする多くの方々からご教示・ ご指導をいただきました。また、極楽寺をはじ

め有馬温泉観光協会ほか各方面からの協力を得ています。

表紙 :園池出土鬼瓦 (S=1/3)
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勝 雄 遺 跡 現 地 説 明 会 資 料

1よ じ め に

勝雄地区 は、神戸市北区淡河町の西端 にあた り、西 は三
たいしゃく たんしじみ        み の   よかわ

本市志染町、北 は美嚢郡吉川町に接 し、南束 には帝釈 。丹

生 の山々を望 む ことがで きる山中の集落で あるが、地区の

南辺を流れ る淡河川がつ くった河岸段丘 と谷平野 は淡河町

域 で最 も広大であ り、豊かな水 田地帯が広が る地域です。

また勝雄地 区は、安土・桃 山時代か らの宿場町で あ つた

本町地区の東 に接 し、地区の中央部を東西 に湯乃山街道が

通 じていて、三木へ至 る木梨峠への登 り口にあた る。 この

よ うに、勝雄地区は昔か ら交通 の要 として ひ らけ、 さ らに

豊かな水 田地帯 を擁 して、淡河八幡神社が鎮座す る淡河 の

中心地であ った と思われ ます。

今 回の発掘調査 は、勝雄地区の土地改良事業 に伴 うもの

で、勝雄遺跡 の第 3次 発掘調査 にな ります。今回の発掘 は

淡河八幡神社 の北西部 を周 る排水路予定地 を調査 して、飛

亀時代の誓葉樫慧 抱棟・耗笠継遼赫托棟、柱列 1カ 所、奈

良時代の溝 2条 、鎌倉時代～室町時代の掘立柱建物 4棟 が

発見 され ま した。

周 辺 の 遺 跡

淡河町で は じめて発掘調査がお こわれたのは、団場整備

に伴 って実施 された淡河城 の調査です。淡河城 の調査で は

城 に関係す る資料 は発見 され ませんで したが、弥生時代終

一 l一
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たてあなじぃうきょ

わ り頃の竪穴住居が発見 されてい ます。 さ らに、 中村地区
たてあなじぃうきょ

の調査で は古墳時代前期 の竪穴住居 と古墳時代後期～飛鳥
たてあなじゅうきょ ほったてばしらたてもの

時代の竪穴住居 と掘立柱建物、鎌倉時代～室町時代の掘立

柱建物・ 井戸な どが発見 されてい ます。 これ らの資料か ら

本町か ら中村周辺 には、一時的な断絶が ある ものの弥生時

代末～ 中近世 にか けて営 々 とした人 々の生活の足跡をた ど

ることがで きます。

淡河町を特徴づ ける遺跡 として、城跡 a経塚 。中世寺院

跡な どがあ ります。

城跡 には、淡河城・萩原城 。天正寺城 。野瀬城・勝雄城

な どがあ ります。そのほ とん どが、戦国時代の羽柴秀吉の

三木城攻 めに関連す る城跡で、安± 0桃 山時代 には廃城 に

な りま した。経塚 は、 山陽 自動車道建設 に伴 って発掘調査

された勝雄経塚や北 山経塚・溝の上経塚 な ど多数発見 さて

います。経塚 は、当初末法の世 まで経典 を保存す る目的で

仏教経典を容器 に納 め山中に埋納 したが、鎌倉・室町には

極楽往生 。現世利益の祈願・供養を 目的 に造 られた もので

す。

中世寺院 には、現在 も甍が舎え る石峯寺が あ り、 11カ

所の塔頭跡があ ります。

その他 には、現在調査 中ですが、木津遺跡で鎌倉時代～

室町時代の大規模な居宅跡が発見 されて い ます。

このように、淡河町は平安時代以後 の歴史の表舞台 に現

れ、遺跡 も数多 く残 っています。 しか し、奈良時代以前の

遺跡 は少 な く、特 に古墳 は現在 までの調査で は発見 されて

い ません。
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見 れ た 遺 構

発見 された遺構 は、すべて地面か ら30 cm～ 50cm下 の地 山

か ら掘 られた状態で見つか りま した。遺構の重な りの状態

と出土 した遺物か ら、お よそ 6時 期 にわた って人 々が生活

していた ことがわか りま した。

I期    弥生時代後期 (約 1900年 前 )

発見 された遺構 は北部でみつか った土坑 1の み

発

である。 しか し、遺物包含層か らは弥生土器 の底

な どが発見 されてい るので、後世の開墾 0造 成で

削 られて しまった とお もわれ る。

Ⅱ期   飛鳥時代初め (約 1400年 前 )

長方形の長辺 にカマ ドを造 りつ ける竪穴住居が

いぶつ ほうがんそう

たてあなじゅうきょ たてあなじゅうきょ

つ くられ る。竪穴住居 4が 埋 まった後 に竪穴住居

Ⅲ期

正方形 に近い小型長方形 の短辺 にカマ ドを造 り

付 ける竪穴住居 の時期。竪穴住居 3・ 竪穴住居 8

と竪穴の方向か ら竪穴住居 6も この時期 の住居 と

考え られ る。

Ⅳ期   飛鳥時代 中頃 (約 1350年 前 )

直径 5 0cm～ 70cm大 の大型 の柱穴 に柱 をすえた掘

立柱建物を住居 とした時期。建物の方位 は一部で

そろうが、一定でない。建物規模 は短辺 4.5m長 辺

6.Omと 短辺 4.5m、 長辺 5.Omに 規格が統一 されてい

るようである。溝 1は この頃掘削 された と推定 さ
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れ る。

V期    奈良時代後期 (約 1200年 前 )

調査地 の北部で発見 された東西 に掘 られた溝 2

条が埋 まった時期である。溝 1は 2度 掘 りかえ し

がお こなわれて継続 して使用 された と考え られ る。

Ⅵ期   鎌倉時代後期～室町時代前期 (約 650年 前 )

小型 の 25 cHl前 後の柱穴 に柱 をすえた掘立柱建物

の時期である。

Ⅵ期以後、調査地の周辺 は水田 として利用 され、水溜状

の遺構が数 力所が発見 されたほか は、生活 の跡 は見つか っ

てい砲Rい 。

お  わ に

勝雄遺跡 に集落が出現 した 7世 紀初 めは、天皇家直轄支
み ぶ ぺ   みやけ X用語解説

配地 である壬生部・屯倉の設置が盛ん に行われ、耕地拡大

政策が図 られた時代である。それ に伴 って、地方 の中小豪

族が冠位十三階の制定な どによって天皇家直属の官僚 とし

て天皇家直轄支配地の経営 にあた った と考 え られてい る。

この ような時期、勝雄地区に忽然 とカマ ドを造 り付 ける
たてあなじゅうきょ ほったてばしらたてもの

竪穴住居 の集落が出現 し、 7世紀半 ばに掘立柱建物 に建て

替 えなが ら集落 は営 まれ、奈良時代 まで継続す る と考え ら

れ る。 このような事例 は、神戸市 内では北区長尾町宅原遺

跡・二重県四 日市市貝野遺跡な どで確認 されてお り、 7世

紀初 めの畿内周縁地域での古代村落が どの様な経緯で成立

したかを検討す るうえで、重要な資料 を提供す る遺跡 と考

え られ る。
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勝雄遺跡 遺構一覧 (1)

遺 構 名 形 態 規 模 時 期

竪穴住居 1 方形 南北4.5m,  東西1.5m以上 7世紀

竪穴住居 2 方形 南北4。 2m,  東西1.3m以上 7世紀

竪穴住居 3 方形 南北5.Om,  東西4.8m   カマ ド西 7世紀 (Ⅲ期)

竪穴住居 4 方形 南北4。 3m,  東西5。 2m 7世紀 (I期 )

竪穴住居 5 方形 東西4.2m,  南北1.2m以上 7世紀

竪穴住居 6 方形 東西5,Om,  東西3.Om以上 カマ ド北 7世紀 (Ⅲ期)

竪穴住居 7 方形 南北4.9m,  東西6。 lm   カマ ド北 7世紀 (I期 )

竪穴住居 8 方形 南北4.5m,  東西4.2m   カマ ド北 7世紀 (Ⅲ期)

掘立柱建物 と 小型柱掘形 南北4.帥臓上,東西4.Om以上 中世 (Ⅵ期)

掘立柱建物 2 大型柱掘形 南北4.5m以上,東西4.Om以上 7世紀 (Ⅳ期)

掘立柱建物 3 大型柱掘形 南北3.5m,  東西4.5m 7世紀 (Ⅳ期)

掘立柱建物 4 大型柱掘形 南北2.5m以上,東西5。 5m 7世紀 (Ⅳ期)

掘立柱建物 5 大型柱掘形 南北25m以上,東西3.5m 7世紀 (Ⅳ期)

掘立柱建物 6 大型柱掘形 南北2.Om以上,東西6。 5m以上 7世紀 (Ⅳ期)

掘立柱建物 7 小型柱掘形 南北3,6m,  東西2.勤臥上 中世 (Ⅵ期)

掘立柱建物 8 小型柱掘形 南北6.6m,  東西2.4m以上 中世 (Ⅵ期)

掘立柱建物 9 小型柱掘形 南北4.6m,  東西1.5m以上 中世 (Ⅵ期)
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勝雄遺跡 遺構一覧 (2)

薯 穴 往 居
‐

掘 ヤ 柱 建 物 の 有 様

『復元日本大観 5 古代住居と古墳』

世界文化社 より転魂J

竪穴住居内部予想図

遺 構 名 形 態 規 模 時 期

柱 列 1 大型柱掘形 東西6.5m, 3間分 7世紀 (Ⅳ期)

溝 1 断面台形 幅3.Om-1.5m, 深さ1.Om 7世紀～ 8世紀

溝 2 断面U字形 幅1.2m, 深さ0。 6m 7世紀～ 8世紀

土 坑 1 不定型 長径1.5m,短径 1。 lm 弥生時代後期 (I期 )

土 坑 2 方形 東西1.4m,南北1.Om 木炭床 7世紀 (Ⅲ期)

土 坑 3 方形 東西1.3m,南北2.5m 木棺墓 ? 中世 (Ⅵ期)

-35- -6-
掘立柱住居内部予想図
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掘立柱建物 9 掘立柱建物 8

竪穴住居 8

V.

掘立桂建物 7

掘立桂建物 6

翌穴住居 7

遺 構 酉己置 図
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整穴住居 5

掘立柱建物

土坑 2

塁穴佳居 6 竪穴住居 3

翌穴住居 4

掘立柱建物 3

掘立桂建物 4

9°

氏 掘立桂建物2
竪穴住居ど 0

土坑 3

翌穴住居 1

3図 s-1/400

掘立桂建物 1



里多報住渠∃7

鞘 8

竪 穴 住 居 半 面 図
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第 4図 S-1/50
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第 6図   勝 雄 遺 跡 出 十 須 恵 器   S-1/5
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当 日寺 の 集 落 の う っ り か わ

寺i.

肇 ゲ u主 漁野σ⊃本寸 '(イ メージ図)

掘 ウ 柱 建 tFaの 本寸  (ィ メージ図)

『復元 日本大観 5 古代住居と古墳』世界文化社
-12-
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馨 穴 イ主 居 E在,建て る

床面のつ くり方

(2)

(4)

(5)

(1)ま ず敷地が選ばれ住居の輪郭が決められる。この輪郭にそって地面が掘りおこさ

れるが、これは荒掘りで、床面をととのえていない。地表から6 0cm～ 7 0cmほ

の深さまで掘っている。

(2)つ ぎに掘り上げた土を一部もどして、床面の凹凸をならして水平にする。

(3)床面ができると、カマ ドの位置がきめられ、床面もカマ ドの部分だけ掘り下げら

れ粘土・山砂によってカマ ドがつくり付けられる。

(4)カ マ ドがつくられると、つづいて周囲の壁がととのえられる。壁のととのえと共

に周囲に溝がほりこまれ、壁板を立てる準備が終了する。

(5)壁溝がつくられると、今度は柱の位置が決められ、床面に柱穴が掘られる。

古代日本を発掘する-6

『古代の村』より転載

(3)
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次に上屋がつくられる。

(6)ま ず、柱穴に柱が立てられ、
けた

柱の■ュに1ま桁がかけられ、

その上に梁がわたされる。

(7)そ して,笑の上に答撃みヾ
つくられその上に棟木が

のせられる。この棟木に
たるき たるき

垂木がのせられ、垂木の

上に草葺の屋根がかけら

れる。

(8)最後に、壁面がつくられ

壁溝に板材をたてていっ

て周囲から上の崩れを防

いでいる。竪穴住居の建

築作業は一応終了する。

床は土間となるわけだが、

敷物・わらや草をしいて

いたのだろう。

-43- -14-



用 語 解 説

み  ぶ  べ

壬生部一 乳部 とも書 く。大化改新以前 の天皇家 の私

おうと

たいかのかいしん

たいかのかいしん

ねんし,つ

やまと ちょうてい

み こ しろべ

有民の一種で、御子代部 の中に含 まれ る。天皇が皇子 のた
おうし

めに設 けた とされ、皇子 の養育費の捻 出す る名 日で、諸 国

の国造の私有民を割いて設 け られた集 団 と考え られてい る。

土地単位で はな く、団体すなわち人間を単位 としていた。

壬生部 は各皇子 ごとに定 め られ、多 くは任務終了 ととも

に名を失 ったが、中には皇子 の名を冠 した御名代部 とい う

天皇家の私有民 として存続 した もの もある。

このよ うな名代部 。子代部・ 壬生部の設置は、五世紀～

七世紀初 め、大和朝廷の経済基盤の強化を 目的 として行 わ

れ、地方 の国造 (豪族層)が 官僚 にな ってい った と考 え ら

れてい る。
み や け

屯 倉 ―一 大化改新以前の大和朝廷直轄領地。穀物

を収納す る倉や、経営上 の事務所の名称であ ったが、 の ち

に土地や耕作農民を含む意味 とな った。勝雄遺跡の周辺 で

は、西隣の志染町付近が縮見屯倉 と考え られてい る。壬生

部な どとともに五世紀～六世紀の天皇家 の経済基盤 といえ

る。

-15- -44-
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御 蔵 遺 跡 地 元 説 明 会 資 料

平 成 10年 2月  6 日

神 戸 市 教 育 委 員 会

(財 )神戸市スポーツ教育公社
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1998・ 3・ 22

真 達 基 柴 造 詠 党 撃 の しお り

涌芦希教書婆貰磐
今日、みなさんにお越しいただいたこの遺跡は、昨年の10月 に発見されたものです。こ

こに市営住宅をたてる計画が出されるともに、遺跡があるかないかを確かめるための試し

掘りをしたところ、千毅普撃箭あ王熟のかけらや柱の跡が見つかったため、遺跡のあるこ
とがわかりました。箋をの計密をとって箕斎蒸栄遣蘇とだづけ、詰嘗注華あ葉きな選縫を
つ くるのに土地を深 く掘って、いままで残されてきた遺跡が失われてしまう前に、後世に

記録というかたちで歴史の証拠を残すために調査をおこなうことになりました。

このところこの周辺では、復興事業にともなってたくさんの遺跡が発掘調査されていま

す。ご手筆継ざぃで箋荘 も発督をおこなっている笙茨遣蘇では、ポ笙博英詩助 (ぃ まから

およそ2300年前)か ら鎌倉時代 (およそ 700年前)にわたってむらがあったことがゎかっ

ています。発見されたものの中でめずらしいものとしては、古墳時代中頃 (お よそ1500年

前)のお祭りに使われたと想像されている石の小玉や刀をまねたペンダントのようなもの

などがたくさんでてきたほか、勃鮮学岳 、ら来た人びとがつ くったと考党 られている趣栃

跡、そして奈負博薇 (おょそ1200年前)のおまじないに使ったと考えられている土でつ く

ったミ、ニチュアの馬や銅製のベル トのバックルなどがあります。

ilζ:9
三
百靱

鶴
鮮

東開イ

韓

テ ヾ

く之

ひょうごまつもといせき   しぃぅへん  いせき

兵 庫 松 本 遺 跡 と周 辺 の 遺 跡
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それでは、箋准乳香部あ箕置慈栄遣蘇についてご罰翡

いたしましょう。まず、地表から50～ 80cmの ところまで

掘ると、まず幾筋もの細 く浅い溝が見つかりました。こ
みぞ   た す  とき みぞ  なか

の溝は田んぼを鋤 く時についたもので、溝の中からでて

きた土器から、鎌倉時代頃はこのあたりは田んぼだった

ことがわかりました。その田んぼの土を掘りすすむと、
ポ笙博代許助から苦播博奥栃韻(ぉょそ170癬訴)の大
びとのと篭の濫蘇が発覧されました。苦播博奥務鑑のも
のとしては、耗笠荘蓬楊色摂と笑望あ王熟が覚っかった
焼露があります。これらの王熟は、路露の鋪の爺努にび
っしりと敷きつめるように投げ込まれていました。でて

きた状態から、ゴミとして捨てたのではなく、なにかの
まつ    っか かんが            ゃょぃ し

お祭りに使われたのではないかと考えられます。弥生時
だいこうき             ねんまえ

代後期 (お よそ1800年前)の ものとしては、竪穴式住居
とう   いど     しょ  みぞ すこ   じだ、ヽ

1棟 と井戸 1カ 所、溝などがあります。そして少 し時代

はさかのぼりますが、発督亀の写路祥誰で示笙博英許勤
りゅうろ なか      した  しめ

の流路がみつかりました。その中から、下に示 したよう
もくようもん    よ しだい  とくちょうてき  もよう  はい

な「木葉文」と呼ばれるこの時代に特徴的な模様の入っ
とき             で にほん  こめつく    はじた土器のかけらが出てきました。日本で米作りが始まっ

た積のものです。笑はヨを簡の電邑は堅株が籍ぃ務の整穫
で、ポ笙博奥の然めごろは倭打あ緊挑み、受器かぃずれに
しても大きな川が流れていたと考えられます。
この遺跡では、豊かな川の流れに支えられて生活を続

けた古代の人びとの足跡がはっきりと残されていること

がわかり、また私たちの祖先の歴史を考える貴重な資料
はっけん            ひょぅごまつもと いせき        しぃぅへん

がたくさん発見されました。兵庫松本遺跡はさらに周辺

に広がっているものと考えられます。大切な祖先の遺産

を後世に伝えるため皆様のご協力を賜りますようお願い

いたします。

-48-
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木葉文 (実 物 大 )
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弥生時代前期の流路
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墳時代初頭の流路
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神戸市教育委員会文化財課
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地

上沢遺跡 は平成元年 (1989)に 房王寺線 の道路拡幅 に伴 い、

長 田区 6口 T番町で初 めて埋蔵文化財発掘調査が行われ ま した。

この時の調査 によ つて、 この地域 にも、古 くか ら人 々が住み続

けていた ことが 明 らか にな りま した。

その後、上沢遺跡の調査は、平成 8年 (1996)の 山手幹線拡

幅に伴 う調査で、埋蔵文化財が極めて良好に地下に存在するこ

とがわか り、記録にとどめる為の発掘調査を行いました。これ

以後、上沢地区での調査件数は増大 し、同時にそれぞれの調査

地点で地域の歴史を明らかにする資料が次々と発見 されました。

最 も古 くは、縄文時代の終わ り頃 (2300年 前頃)に 流れてい

た川から縄文人が使 つた土器が見つか つています。

大陸から日本に米作 りが伝わ つた、弥生時代の初め頃の人達

の生活 した跡 も見つか りました。 (2200年 前頃 )

それか ら時代 は少 し新 しくなつて弥生時代の終わ り頃か ら古

墳時代の初め頃にな りました。 (1700年 前～1600年前頃)上沢

に再び人々が住み始めます。多 くの溝が掘 られ、割れた食器の

ゴミ捨て穴 も見つか りまし′た。円形の縦穴住居が 1棟 、四角形

の縦穴住居が 2棟見つか りました。縦穴住居のまわ りには住居

を園むように溝が巡 っているものもあ ります。

それからまた、長い時間が過ぎていき、 日本の首都が奈良に

あった時代 (1200年 前頃 )、 都から遠 く離れた上沢でも人々は

元気に生 きています。この時代の上沢では掘立柱建物が見つか

り、丸太を縦割 りに した材を くり抜いて作 つた井戸や、板材を

精巧に組んだ井戸も見つか つています。柱穴からは銅製のベル

ト金具 も見つか りま した。これは役人の服装につけられる金具

で、地方の役所の存在が考えられます。また、雨乞いなどを祈

願する時に使 う土製の ミニチュアの馬 も見つかつています。

その後、都 は京都に移 り平安時代です。この時代にも上沢の

人達は掘立柱建物に住み、生活をしています。 (1100年 前頃 )

それからまた、時は流れていきます。紫式部が『源氏物語』

を書 き、平清盛が神戸の福原 に都を遷 した時代を過ぎた鎌倉時

代。(800年 前頃)上沢の人達はその同 じ時代をず っと暮 らして

来ました。

それから、上沢遺跡では、あのいまわ しい阪神 B淡路大震災

の地割れの痕跡や弥生時代中頃 (2000年 前頃)に 野島断層が動

平安時代の議

弥生時代の

終わ り頃の議

◎∫:

9           〒           lPm

縦
穴
佳
居
の
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いた時の地 すべ りの痕跡 も見つか って います。

実 に、上沢 の人達 の足跡 は2000有余年 に渡 って今 につなが っ

ているのです。地域 の歴史 は不 明な点が多 いのですが 、発報調

査 によ って、私 たちの祖先が大地 に刻 んだ跡が 、今 、明 らか に

なろ うと して います。上沢遺跡 はさらに周辺 にも広が って いる

と思われ、祖先 の残 して くれた大切な遺産 を私 たちの時代 で終

わ らせ ることな く、子 どもや孫 の時代 に伝え る為 に、皆様 のご

協力 を賜 ります ようお願 いいた します。
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下図の範囲

頴 さ,誘誦藤 再:〒ゑ高凛乙種史劇ヽ学館より
‐~~

『 日ホ古代史 豊穣の大地』集英社より

①奈良時代の井戸

一辺約 2m
深さ約 2m

③銅製ベル ト金具
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王
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弥生時代初め頃の穴

弥生前期の上頻
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良時代の建物

⑦鎌倉時代の井戸
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平安時代の魁物

第 3次 2区

＼
①弥生時代終わ り頃の家  ⑫平安時代の溝

第 16次  6区
第 16次  2～ 5区

③弥生時代の終わ り頃の ⑩古墳時代初め頃の家

周囲を満が巡 る
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平成10年 6月 4・ 5日

靱調査説1明会|の::じお:り

ネ申 多逢 黄釜 箆本 と :を よ ‐ ‐ ‐

神楽遺跡は昭和54年の神戸市営地下鉄建設の際に見つかりました。その後も保育所の建て替

えや住宅の建設などの機会に調査を行っていて、神楽町 2丁目のあたりを中心に、弥生時代後

期 (約 1800年前)・ 古墳時代中期(約 1500年前)・ 平安時代(約 1000年前)の遺跡が広がっているこ

とがわかっています。

鑓 距 Jの 下 は ど う な っ て る の ‐ ‐ ?

発掘調査は地表から順に掘り下げていきます。例えば神楽遺跡で

は、右の図のような地層の堆積になっていました。 1番上の現代の

盛上の中からは、以前ここにあったガソリンスタンドの重油タンク

が 4本も出てきて、驚かされました。

その下は古墳時代から昭和時代までの水田土壌が積み重なってお

り、ずっと田んぼだったようです。刈藻川や妙法寺川の氾濫によっ

て、少 しずつ地盤がかさ上げされてきたのでしょう。

さらにその下の黒っぼい粘土層の中に弥生土器が含まれており、

当時の人々の生活を垣間見ることができました。

神楽遺跡の断面図
編 i耐"綸:蘇誦謡:稀:論:冷諦nttmttm編‖と

>弥生時代末～古墳時代初め頃(約 1700年前)の貯蔵穴の跡が 2つ見つかりました。そのうち貯

蔵穴 1か らは、穴の昇り降りに使った木材と、動物の骨か角の断片が出土しました。

>神楽遺跡で初めて、弥生時代前期 (約2300年前)の上器がまとまって出上し、日本で米を作り

始めた頃、すでにこのあたりでも人々が水田を営んでいたことを物語っています。

》遺跡の範囲が、 4丁目の方にも続いていることがハッキリしました。弥生時代のムラの中心

は、さらに北西側に伸びるようです。

卒申戸 市 教 育 :委員 会
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1 _  は  じ 透 増 こ

若松町遺跡 は、神戸市長 田区の西南部 に位置す る遺跡です。今回の調査 は、

阪神・ 淡路大震災の復興 に ともな う共同 ビルの建設 に先立 ち、 5月 8日 か ら

行 って きま した。

若松町遺跡の周辺で は、千歳遺跡、松野遺跡、鷹取町遺跡 などの遺跡が知 ら

れていま した。 しか し、若松町遺跡の存在 は知 られて いませんで した。 このた

め、今回の調査 に先立 って、遺跡があるか ど うかを確認す る調査を行 った とこ

ろ、遺跡があ ることがわか り、今回調査を行 うことにな りま した。

謎 2

a‐m汗
°椰ここ=~発数

ヴ
,,,

1松野遺跡
4上沢遺跡
7五番町遺跡
11神楽遺跡
15長田野田遺跡
19鷹取町遺跡

2林山窯跡
5.室内遺跡
8三番町追跡
12苅藻遺跡
16長 田本庄町遺跡
20千歳遺跡

3名倉遺跡
6_長田神社境内遺跡
9長田南遺跡
13二葉町遺跡
17戎町遺跡

lo_御 蔵遺跡
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2. 訴 貶 書 σ多 浙告 果

今回の調査でみつか ったの は、弥生時代 と古墳時代 と平安時代の生活のあ と

(遺構 )で す。 ただ し、古墳時代 は柱穴 1つ が、平安時代 は数条の溝がみつ

か っただけです。 このため、今回見ていただ くの は、弥生時代の遺構が中心 と

な ります。

遺構平面図(S=1/200)

畠4 ~   ‐h―

ー
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具体的 に何が見つか ったのか とい うと、何本 も並行す る細長 い溝です。 しか

も、 ほぼ同 じ間隔で並んで います。 このよ うな、並行す る溝 につ いて は、 畠の

畝 (う ね)の 両側 に掘 られた溝で はないか と考 えて います。残念 なが ら、土 を

盛 った畝 その もの は、その後 の耕作 によ り削 られたため、残 って いませんで し

た。今 回の調査でみつか ったの は、 い くつ もの畝が並んで いた痕跡 とい うこと

にな ります。

この よ うな畝 を よ く見 ると、調査地の中央部で は、溝の間隔が他 よ り狭 く

な って いることがわか ります。 しか も、浅 い溝 と深 い溝が交互 に並んで います。

これ は、耕作 した時期の違 う畠が重複 した状態でみつか った もの と考え られ ま

す。 また、深 い溝 か らな る畝のなか に、一箇所溝 と溝 との間隔が広 い所があ り

ます。 ここが、畠 と畠の境で はないか と思われ ます。 この ほか、調査地 の南側

には方 向が約 90° 違 った畠がみ られ ます。以上、 4つ の畠 (畠 1～ 畠 4)を 見

つ けた ことにな ります。 ただ し、畠 4に つ いて は、溝の間隔が一定 して いない

ことか ら、複数 の畠が重複 して いるもの と考え られ ますが、残 り具合が よ くな

いため、今回 は 1つ の畠 と して扱 うことに します。各畠の規模 は以下 の通 りで

す。

畠 1 畝 の幅 は約 1.40mで 、 6畝 か らな ります。最 も長 い畝の長 さは19mで 、

面積 は約 190だ とな りますが、 さ らに南西側 に広が る もの と思われ ます。

畠 2 畝 の幅 は約 1.20～ 1,40mで 、10畝 か らな ります。最 も長 い畝の長 さは19

mで 、面積 は約 300∬ とな ります。

畠 3 畝 の幅 は約 1.40mで 、 7畝 か らな ります。最 も長 い畝の長 さは19mで 、

面積 は約 220だ とな ります。

畠 4 5条 の畝溝があ り、 3畝 を確認で きます。 ただ し、各畝 の幅 は2,20mと 、

他の畝 よ り極端 に広 くな って います。 このため、多 くの畝溝が削平 されて いる

ことも考 え られ ます。

各溝の幅 は約 30cmで 、畠 1・ 畠 2で 20～ 30cm、 畠 3・ 畠 4で 10cmの 深 さです。

溝の底 の部分 をよ くみ ると、何箇所かで凸凹 にな って いる所があ ります。 これ

は、溝 をス コップ (鋤 )で 掘 り起 こ した時のあ とで はないか と思われ ます。

-3-
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畠の断面モデル図

畝の付け替えの過程
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ところで、 このような畠で何を作 っていたのかが気にな

ります。 しか し、現在のところ作物その ものあるいはその

種などはみつかっていません。現在、畠の上を洗 ったり、

上の中に含まれる作物の花粉や細胞の化石などを調べてい

ることろです。

3. ま と め

調査 の結果、 4つ の単位、 26畝 か らな る、弥生時代の畠

が見つか りま した。

弥生時代 とい うの は、今か ら約 2300年前 か ら1800年 前 に

か けての約 500年 間をいいます。今回見つか った畠は、溝

のなかか ら出て きた土器か ら弥生時代の終 わ りごろにあた

る ものです。一般的 に、 この弥生時代か ら日本で稲作が始

ま った と言われて います。 この証拠 に、各地で水 田の跡が

みつか って います。近 くで は、若松 町遺跡 の山側 にあ る戎

町遺跡 (須磨 区)で もみつか って います。

このため、弥生時代 は米を食べて いた時代 とい うイメー

ジが強 く、他 に何 を食べて いたのか について はあ ま り注 目
亀井遺跡出土鋤

されて いませんで した。 これ は、今 まで にひえやあわや まめな どがみつか って

いま したが、 これ らを作 った畠の跡が ほとん どみつか って いない こともその原

因 と考え られ ます。弥生時代の畠につ いて は、神戸市内で はは じめての発見で、

兵庫県で も 1例 (赤 穂市  周世入相遺跡 )見 つか って いるだ けです。大変貴重

な発見 といえ ます。

最後 に、 畠でつ くられた ものですが、ひえ とかあわな ど以外 に、陸稲 (お か

ば)の 可能性 も考え られ ます。 この ことにつ いて は、畠の土 を細か く分析す る

ことによ って明 らか に して いきたい と思 います。 いずれ に して も、今回の発見

は、弥生時代 の食生活 を考え る手掛か りとな るもの と考 えて います。
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兵 庫 津 遺 跡

調 杏 の 概 要 平成10年 8月 14日

1.は じめに

兵庫め港は、古 くは大輪田泊とよばれ、やがて平氏一門の日宋貿易の拠点となり

大きな発展を遂げる。やがて中世、兵庫津と名をかえるようになっても、当時の大

消費地である大坂、京都と西国とを結ぶ商品流通の大動脈であった瀬戸内海水運の

要として栄えた。その後、戦国の世になると兵員や軍需物資の輸送目的からも着目

されるようになった。

このため、池田氏や三好信吉 (豊臣秀次)によって、ある程度の城郭化が進めら

れたりもしたが、兵庫津の町は、中世の様相を町割などに残すものであった。

やがて、慶長元年 (1596)の大地震によって壊滅的な打撃を被った兵庫津であっ

たが、江戸時代には、大坂と地方の人の往来、物資の流通の増加に伴って発展をつ

づけ寛文 9年 (1669)には、人口 1万 3517人 を数え、宝永 8年 (1711)に は 2

万 802人となりその後、これを前後 しつつ幕末の兵庫 (神戸)開港をむかえる。

2.調査概要

現在までに遺構面を 2面、確認 している。

第 1遺構面は、江戸時代後期～幕末にかけての時期のもので、宝永の大火 (1708

)の焼土層の上につくられている。当時の地表面は、後世の削平を受けており、建

物などは、明確にできなかったが、井戸、炉跡、埋桶、土坑、石組み遺構など町屋

に付随すると思われる遺構を検出した。

SE02は 、底の部分に木枠の残る井戸であり、SE07は 、石組みの井戸であ

る。

炉跡は、30cm四方 くらいの四角 く掘り込まれたもので、素掘りで壁が赤 く焼けた

ものや、瓦で囲い底に土器片が据えられているものもみられた。

またSK09は 、曲げ物の中から、灯明皿や陶磁器の碗、皿そして多量の魚骨、

鱗などが出上した。何らかの、お供え物を埋納 した遺構のようである。

埋桶は、ゴミ捨ての穴に使われたと思われるもので、多量の魚骨、貝殻などが、

含まれていた。かなり多 くの種類の魚が食べられていたようで、現在、同定作業中

である。

注目すべきは、第 2遺構面で、一面を焼土層に覆われており、火災にあったもの

と考えられる。焼上層は10～30cmほ ど堆積 し調査区外へとさらに広がっている。相

当大規模な火災であったことが窺える。

火を受けて固くなった当時の地面 (焼土面)には、建物の礎石が整然と並び、焼

け落ちたと思われる、炭化 した建築材が折り重なるように倒壊 し、これらに混 じっ

て、陶磁器類、金属製品、木製品等の生活道具が出土した。

町屋群 (建物群)は、礎石より、建物 7、 8棟の復元が可能である。規模は、概
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ね 2～ 3間 (約 4～ 6m)の間口で、奥行きは、 7間前後 (約14m)と推定され、

街路に短冊形に細長 く取りつく。

焼け落ちた建築材には、柱や板の他に畳状のもの、竹や枝状のものを簾状に連ね

たものが使用されていた。これらと共に20～ 30cm程度の石がかなりみられる。おそ

らく、板葺き屋根の置き石として使われていたものであろう。

この他、建物に付随する施設としてカマ ド跡、埋甕、暗渠などの施設が検出され

た。

カマ ド跡は、石の芯に土を塗り付けて造られており幅80cm、 奥行き40cm、 高さ25

cmほどの小さなもので、焚口が 2口付けられている。

埋甕は、丹波焼などの甕を 3分の 1ほど埋め込んだものである。水甕などの用途

があったものと思われる。

暗渠遺構は、土間状の部分の下に造られており屋内の排水を目的としたものと思

われる。

出土遺物は、生活用具などを中心に数多 く出上している。

陶磁器類は、伊万里焼、唐津焼、瀬戸・美濃焼、丹波焼、備前焼など各地のもの

がみられ、器種も碗、皿、徳利、瓶、甕、橋鉢など豊富である。

また香炉や素焼きの灯明皿や、土錘などの漁携具もみられる。

この他に土製品として、土人形がある。仏像や天神像、西行法師像、祠、面、動

物など信仰に関するものから遊び道具のようなものまで、いろいろなモチーフがあ

る。

金属製品としては、寛永通宝、天保通宝などの銭貨をはじめ、キセル、警や各種

の飾り金具などの銅製品、釘、刃物などの鉄製品がある。

また、今回は特に火事によって炭化 した漆塗りの椀や櫛、下駄、砧、木箱などの

木製品がある。

この他、自然遺物として埋桶などから出上 した食物残滓と思われる魚骨、貝殻や

炭化麦などもみつかっている。

3。 まとめ

兵庫津遺跡は、過去、比較的小規模な発掘調査 しか実施されずその実態が不明で

あった。今回の調査によって実年代をおさえることのできる焼土層を検出すること

ができた。さらに焼土層の下には良好な状態の焼失町屋群が存在し数々の成果が得

られた。建築学や近世史などの分野においても興味深い資料を提供することになる

であろう。
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御 蔵 遺 跡・ 見 学 の しお り

ほんじつ  みな         こ                い せき    げんさい  ちょうめい           み くら いせき     よ

本日、皆さんにお越しいだだいたこの遺跡は、現在の町名をとって、『御蔵遺跡』と呼ばれています。

御蔵遺跡は、平成2年に、御蔵通4丁目の地域福祉センター建設に先立っ怠 遺跡があるかないかを確か

めるための試し掘りの時に、見つかりました。

調査の結果、現在の地面の下、約1.2m～1.5mの ところから、平安時代 (今からおよそ9∽年前り ～

み くら いせき    へいせい  ねん    みくらどおり  ちょうめ  ちいき ふくし

かまくらじだい  いま

ねんまえごろ    な ら じ だい  いま

けんせつ  さきだ

ほったて(ぎしらたてもの   よ

一 番町 四 TH

た し

むかし ひとびと じゅうきょ

ねんまえごろ     どき            で

鎌倉時代 (今からおよそ700年前頃)の土器のかけらが出てきました。

平成7年 1月、阪神大震災によって、この地域でも、数多くの家屋が被災し、被災地復興のため、『御菅

西地区震災復興土地区画整理事業』力靖まりました。

平成9年12月～平成10年 2月、御菅西市営住宅の建設工事に伴う発掘調査が行われ、古墳時代後期 (今か

ねんまえごろ

らおよそ1500年前り と奈良時代 (今からおよそ1200年前頃)の「掘立柱建物」と呼ばれる昔の人 の々住居

の跡が見つかっています。
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この遺跡は、東狽llD＼ 長田区一番町5丁目・御蔵通4丁目から、西側力＼御蔵通 6丁目にかけての範囲に

ひろがっていることが明らかになってきました。

今回の調査地は、御蔵遺跡の第 9次 (9番目)の発掘調査で、神戸市の区画街路予定地にあたります。
げんざい  じ めん  した  やく へいあんじだい ねんまえごろ      はか しょ  どこう

現在の地面の下、約1.Omの ところから、平安時代 (今からおよそ900年前頃)のお墓が 3か所、土坑と
よ        みず た す   ば しょ  みで しょ  み

呼ばれる「水溜め」または土器等のゴミ捨て場が 1か所、溝が 1カ1所で見つかっています。

ど き など

みなさま   きょうりょく たまわ

はか     もっかん ば   ょ

現在調査中のため、細かいことについてはまだわかっていません力＼ このお墓は、『木棺墓』と呼ばれる
いたい  もっかん  き   つく はこか`た    かん    なか  おき    まいそう はか        おも

遺体を木棺 (木で作られた箱型のお棺)の中に納めて埋葬するタイプのお墓であると思われます。

わたし     そ せん  れきし うえ

げんざいちょうさちぃう

たいせつ  そ せん  い さん  こう

これらは、私たちの祖先の歴史を考える上において、たいへん貴重な資料であり、大切な祖先の遺産を後
せい  つた

きちょう  しりょう

ねが

世に伝えていくためにも、皆様のご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。

骨

須恵器碗 3個十土師器小皿 5枚

10m



現 地 説 明 会 資 料

平 成 ■ 年 1月 24日

神 戸 市 教 育 委 員 会
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1.は じめに 平成 7年 1月 17日 未明に阪神・淡路地方をおそった地震は、神戸市東

灘区住吉周辺においても大きな被害をもたらしました。今回みなさんに

ご覧いただく住吉宮町遺跡の調査も、震災によって被害をうけた建物の

跡地に新しく、再開発ビルディングを建てる計画がもちあがり、その建

設工事に先立って行われたものです。

神戸市を東西に横切る、六甲山地の南側一帯には、中小の河川によっ

て扇状地が形成されています。住吉宮町遺跡は、住吉川やその他の小河

川によって形作られた、標高20m～30mの扇状地に立地しています。

住吉宮町遺跡は昭和60年に発見されてから、これまでに31回におよぶ

調査が行われてきました。これまでの調査では、古墳時代の初め (約17

00～ 1800年前)の竪穴住居や周溝墓、古墳時代の中頃 (約 1550～ 1700年

前)の住吉東古墳や坊ヶ塚古墳と、その周辺に造られた古墳時代中頃

から終わり (約 1400～1700年前)にかけての古墳群、奈良時代 (1300年

前頃)の篭旅部の役所に関わりがあると考えられる、建物跡や井戸、平

安時代 (約800～ 1200年前)の、祭祀跡がともなう建物跡などがみつか

っています。

ギヽ地下
、
(ヽ

‐、ィ

東灘区民センター
シア~ヾ

茅 後 イ

鑑
/ヽ
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2. 今回の調査

について

住吉宮町遺跡においてこれまでにみつかっている古墳は約50基あり、

住吉東古墳・坊ヶ塚古墳を除くと、全てが一辺 5～ 20mの方墳ばかりで

す。これらの古墳群はいまのところ、国道 2号線の北側で、今回の調査

地を中心に東西約600mにわたって確認されており、この付近には、ま

だ数多くの古墳が地下に眠っていると思われます。

今回の調査では、古墳時代後期 (約1400～1500年前)の方墳 7基を始

めとして、横穴式石室 1基、墳丘を持たない石棺が 7基、その他に溝、

落ち込みなどの遺構がみつかりました。また、弥生時代の終わり (約17

00年前)頃の竪穴住居や川の跡、室町時代 (約670～430年前)の井戸

や、建物の柱跡と考えられる穴などもみつかっています。

古墳はいずれも今の地面から約 lm下でみつかりましたが、それ以降

の洪水や水田、建物を作ったときの造成工事などによって、上部が削ら

れていました。しかし、下部が残っているために古墳が密集して存在し

ていた状況はよくわかり、良好な資料を得ることができました。

∽

|

図 2 古墳時代遺構平面図 (調査区東半)
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